
１　経済動向に係る企業等の声（10-12月期）

地域の経済動向（令和6年10-12月期）
《釧路・根室地域》

（釧路･根室） 

【製造業】 

・ 売上は、決まった顧客からの注文が多いため変動は少なく、漁獲が少ない時期に若干の売上への影

響があるが、毎年安定している状況である。新商品が好調なため、今後の注文数増加が期待される。

（水産加工業） 

・ 直近の状況については、売上は横ばいであるが、漁獲量が少ないため単価が高く、量をたくさんこ

なさないと利益には繋がらない。中国の輸出規制は、元々輸出メインではないため、影響は少なかっ

た。（水産加工業） 

・ 温暖化や海水温の上昇により、原料である魚の数量確保が難しく、製造数が増やせない状況であり、

利益の確保が困難である。（水産加工業） 

・ 資材や段ボール・フィルム等の梱包費が高騰して２～３年前の２倍になっており、電気代や輸送費

のコストも上昇傾向にある。物流費の上昇や包材の価格上昇が継続的な課題。（製造業） 

・ 事業者等向けの販売は、増加傾向にあるが、個人向けの販売は、昨年より減少している。営業活動

は行っておらず、現時点で新たな販路は未定だが、来年の展示会で顧客を増やせればと考えている。

（食料品製造業） 

・ 現在はすべて手作業で製造しているが、混ぜる等の作業を機械化する事を検討している。展示会等

に参加する場合、不在時に乳牛の世話を行ってもらうヘルパーを頼むがその費用が高い。（食料品製

造業） 

 
【卸売・小売業】 

・ 原材料や生乳料の高騰により良い状況ではない。新商品として、ミルクティーを開発準備中である

が、年内に完成するかどうか未定。加工体験施設については、結構予約が埋まっている状況。（卸売

業） 

・ コロナ禍が収束し、ベトナム人やインドネシア人の外国人実習生が多く来てくれているため、人手

については、現在は過不足ない状況である。日本人の若い人材は集まりにくい状況。（水産加工業） 
  

【サービス業】 

・ 昨年からジビエを使用した惣菜に取り組んでおり、焼肉店でメニューの一部として７月からジビエ

を追加した。売れ行きも悪くない。逆に、ハンターからの仕入れが間に合わないぐらいまでになって

いる。ジビエを使用した惣菜から焼肉の素材として転換を検討している。 

人員は過不足ない状況ではあるが、マネージャークラスの社員が欲しいところである。（飲食業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（10-12月期）
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道東自動車道(阿寒IC～釧路西IC）開通による
好影響が期待できるものの、人手不足や物価
高の影響が続くことが予想されること、当地では
賃上げが進んでいるとは言い難く、当面の景況
は「変わらない」と判断している。

大地みらい信用金庫

主産業であるサンマ漁が予想を上回る漁獲量
だったこと、また、全道的に不漁の秋サケだが
当地域の一部で好調であり単価・水揚高がとも
に昨年同期より上昇したが、漁業の水揚高が総
体に低位である状況は変わらない。また、酪農
において、今期は前年同期の乳量を上回ったも
のの累計の進捗率は計画から下回った。資材
や餌代などの高止まり、人員不足、価格転嫁が
適切になされないこともあり、主産業である酪
農、漁業、製造業は苦慮しており、他産業にも
波及している。観光客入込数は増加傾向にある
ものの、節約志向の強まりから需要動向が不安
定となっていることから、生産動向、消費動向と
もに大きく変わらず、総合的に「普通」と判断し
た。

主産業である漁業・酪農ともに大きく景況が変
わるような見通しはなく、原材料費や物価の高
騰は依然続く見通しであり、生産動向は変わら
ないと予想。観光において当地域へのインバウ
ンド増加による消費動向に期待が見込まれるも
のの、総合的に「変わらない」と予想する。

釧路信用金庫

観光分野における道外客やインバウンド需要の
増加が観光関連産業に好影響を及ぼしている
が、消費者の購買行動は慎重なことに加え、人
手不足や物価高の影響が続いており、前期同
様、「普通」と判断した。
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釧路信用金庫
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大地みらい信用金庫



（右軸：前年同月比（差）：％）

R6-Ⅳ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ

△ 31 △ 22 △ 32 △ 14

R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

△ 30 △ 18 △ 17 △ 27 △ 43 △ 33

△ 2 0

建設業 △ 27 △ 10 0 △ 36 △ 18 △ 10 △ 20

△ 17 △ 12 △ 15 △ 14 △ 20 △ 18全業種 △ 15

0

△ 18 16

卸売・小売業 △ 14 △ 38 △ 38 △ 22 △ 18 △ 20 △ 25

△ 36 △ 20 △ 25 △ 31 △ 36 △ 18製造業 △ 27 △ 25 △ 40 △ 60 △ 30

△ 34 △ 8 0 0

△ 11 △ 17 △ 15 △ 20 43

△ 9 △ 8 0 0 25 12

20 15

サービス業 7 △ 43 △ 29 △ 44 0 △ 18 △ 10

0 10 0 0 △ 30 △ 22運輸業 △ 18

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】
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